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(B)カ ラ マ ツ 林 の 施 業 法 に 関 す る 研 究

締 原 道 喜 ・今 田 盛 生 ・田 中 玄 三

カ ラマ ヅ林 の 合理 的 施業 法 を 明 らか にす る ため 、① カ ラマ ツ林 施業 の基 本 構 想 の確 立 、(2>基

本 樗 想 に も とつい て実 行す る に 必 要 な施 業 技 術 の解 明s(5)施 業 上 の基 礎 資料 の収 集 を 行 なつて

い るが(i)に つ い て は発 表 の段 階 にい た つ てい ない ので、 今 回 は、(2X〈51に つ い て 行 な つ た もの
、

に っ い て の み報 告 す る○

1カ ラ マ ツ 単 木 の 生 長 と 周 囲 密 度 の 関 係

カ ラマ ツ林 の生 長 量 測定 の基 礎 資 料 とす るた め 、 単 木 の 生 長(直 径 生 長)と 周 囲密 度 の関 係

の検 討 を こ ころ み た 。

調 査林 分 として は、9林 班 の18年 生 林 分 繭 よび28淋 班 のll館 生 林 分 を選 ん だ。 周 囲密

霞 は 角 度 加 算法 に よ 夢、 試験 木 う・ら 紬 以 内 の も の、 断 颪 積 定 数2以 上 の 亀の、 樹 冠 が 試 験 木

の 樹 冠 に 機 して い る もの を 対 象 とす る3種 類 の 方法 で 求 め、 直 径 生 長 は、 生長 錐 に よ り最 近5

隼 聞 の 生 長昂 を 測定 した 。生 長 景 と 竜つ と も相関 の高 い 周囲 密 度 のあ らわ しか 脅 、 そ の 周 囲 密

慶 と生 長 警の 巨『係 ℃ つ い て 目下 計 算 を 行 なつ て い 為 また 、これ と併 行 して28林 班 の1t任 生

林 分 中 に、9.95haの ブuツ トを2偶 設 け、 立木 位 置 図 の作 製 を 行 な っ たeこ れ は 、将 来 、 立

木 位 置 図 を 用い て計 算 さ れ た生 長岱 と現 実 の生 長 昂 と の関 係 を検 討す る 資料 と して活 用す る 予

定 で あ る 。

嚢 間 伐 作 業 の 収 穫 事 業 的 実 験

カ ラマ ツ林 の 第1回 目の 間 伐方 法 に 列状 間 伐が と りあげ られ る理 由 と して 、(t)伐 出作 業 が 容

易で ある ζと、(2>径 級 の 大 奏い ものが 間 伐 され る ので収 入 が 多 くk9赤 字 に な らない こ とな ど

が あ げ られ て い る が 、そ の具 体的 資料 は、@下 の と ころ 奏わ め て 少 な し～ そ こで、これ らの 問題

点 を 明 らか にす るた め 、 昭和4轟 年3A、2林 斑17隼 生 の カ ラマ ツ林 を 間 伐 した さい 、 収 穫 事

事 業 的 方 法 で調 べ て み 売 。 間 伐 方法 は、 定 性 間 伐、 列 状 間 伐A(1列 伐標2列 保 残)、 列 状 間

伐B(1列 伐採5列 保 残)と し、 試 験 林 分(4.48ha)を 集材 方 向 別 に6プ ロ ツ トに 分 け、

曝方 法 を2プ ロ ツ トに 割 りあ てた 。 伐木 、 造 材 、 集 材 作 業 の功 程、間伐 作 業 の収 支 関係 につ い て

て は 目下 と りま とめ 中 で ある。



H植 栽 密 度 試 験 地 の 設 定

カ ラ マ ツ林 施 業 の基 礎 資 料 とす るた め、4林i班 に植 栽 密度 試 験 地 を設 定 した 。 密 度 は 、ha当

り2,000本 植v4.00G本 植 、6』OO木 植 の5種 と し、1プ ロ ソ ト面 積0.24ha(50

m×80m)、 く り返 し2回 と した の で総 面積 は0.24ha×6=ま1・44haで あ る。

(c)北 方 林 の 更新 に関す る現 地 適 応試 験

柿 原 道 喜 。今 田 盛 生

1ト ド マ ツ 、 ア カ エ ゾ マ ツ の 樹 下 植 栽 試 験

北 海 道 地方 に 詮い て は、 寒 害 を防 ぐ手段 と して トドマ ツ、 ア カ エ ゾマ ヅ の樹 下 植 栽 が 注 目さ

れ てい るが 、 こ の方 法 に よる と 剤(は 、 上 木 の立 木 密 度 と植 栽 木 の生 長 との 関係 を 明 らか に し

て お く必要 が ある レ こ の よ うな観 点・か ら、 トドマ ツ、 ア カ エ ゾマ ツの樹 下植 栽 試 験 地 を、 乙林

班 の広 葉 樹2次 林 内 に昭 和41年 春 設 定 し、 上 木 だ)立木 密農 と生 長 呈 の関 係 を検 討 して い るがv

本 年 度 において は、 角度 加 算 法 に よつ て 求 め た点 密 度 と樹 高生 長 量 と の閑 係 につ い て 検 討 を こ

ころ み た 。

蓬ず 、 立 木 密 度 の大小 に わ 々 る よ うに、 トドマ ツで は24本 、 ア カエ ゾマ ツで は20本 の 試

験 木 を 選 び 、植 哉 後5年 間 の樹 高生 長 葺 を漏 定 す る と と もに、 断 面 積 定 数1以 上 、2以 上 、5

以 上 、4以 上 の もの、 与 よび 樹 冠 の』伸 長 状 況 か ら植 哉 木 の生 長 に 晩 響 を与 え て い る と推 定 され

る5皿 以 内 に あ るt、の を対 象 とす る5種 類 の 方 法 で 点 密 度 を 求 め、 点密 度 と生 長 号 の関 係 、 も

つ と も生 長 量 と相 関 の高 い 点 密 度 を調べ て み た 。

トドマ ツ の場 合 には 、 密 度 と生 長 昂 の 間 に 相痴 が認 め られ 、 疎 開 し てい る と ころ で は よい 生

長 を示 す が 、 密 度 が 増 す に し脅 が つ て 減少 す る。 また 、 断 面 積 定 数2以 上 の も の を用 い て 求 め

た 密 度 が 生 長 量 と もつ と も相 関 が 高 い。 比 較 のた め、 角度 通 算 法(断 面 積 定 数1、2s4)に

よ り求 めた 断 面 積 と生 長号 の 相 関 々係 をみ た と ころ 、 前 者 に くらべ 小 さ ぐ、 こ の種 の詞 査 に は

角度 加 算 法 に よるほ うが す ぐれ てい る こ とが 認 ゐ られ た 。 これ に 対 し、 ア カエ ゾマ ソの場 合 に

は、 密 慶 と生長 号 の 問 に相 悶 々係 は認 め られ なか つ た 。

太 研 究 の 詳細 は、 筥8p回 日本 林 学会 大会 で 報告 した 。


